氷筍 by 石坂 雅昭
吟ー月の話題
Q oc以下の寒い所で、〇℃に近い木を床にポ勺リ、
沢弓リ℃落℃していく℃℃うfよるでしょう弁。ポ弓
リ、ポ守）の問隔が短I_ 、℃、水が蘊笹床に落ちる℃
ころは闊かはかこおらず言わI) に倍び散った水が
こぁI) ます。そこで、今度はポ弓リ、ポデ）の固隔
も長くする℃、水漁が痴こ畠接落ちる部分にも水が
でぎ始め、 やがて氷の柱が上へ伸びていき索す．こ
廷うじゅん
のようにしてできた水ビ木皆℃いいます。「箆℃いう
字はたけのこ℃いう読み方もでき姦す。これは、で
きる）lくがたけのこの形もしているかわで、錘乳洞で‘
匹麟麿督尼対応させt:;b 罰瓢です。
氷萄はトンネ）しの出入口付近によくでき畠山県
では黒部川のグム建設のためにつ<h れたトンネ）し
によく発達するこ℃が知られています。特には人(J)
肯丈ぶ）文きくはリ、., にけのこ:'℃いうぶ）も”竹”と
N0.89 ― 
ポ弓リ、ポ弓IJ (J) 唇隔はあま）短い乙炭長が遅，く、迎に長すぎ‘ても
攣でこだいにい50,...__, 印秒涅度がよく炭長する℃いわれていぎ百．
穏い℃末ザ氷もい）、すこ℃によって炭長ザさまた（ずわれ、長すぎ
る℃原料℃誌る水の供給が成るので、やはリ成長があそい℃いう
わけです．ここで例たは直径が10 センチ、晶寸30 センチで、あよ
翌30s の水習ができるのにはどれべちいの時間訂‘只釘‘計益
してみ忌丸木漁の皇さを約O.l'J' うム℃する℃落ちてくる水送
のすべてがこあし）ついて水筍をつくる℃しても、約2万3千個の
水酒が)¥必要です。水漁の落ちる固隔を 30 柚℃する℃、落ちた水酒
弁全部米に「』る℃して、 8日かかることに切）ま芍。つらわは一
日でも30 センチ伸びるこ℃があリ念すが、氷尚ではそうはいか誌
い℃ころに、私たちが日頃見るこ℃ザあま）悶い℃いう理由(!)-
っザあるのです。
氷筍はほ℃ん℃活咀できれいは氷であるこ℃か‘ダ加のですが、
竜外闊ことは、それザただ一つの結晶（単結品）でできている℃
いうこ℃です。一殻に物質の大き且単結晶を得よう℃する℃、実
憩室でさ孟ざまよ条件もそろえてやっ℃できる℃いうものです弁‘‘
氷皆のように一見伺でもはい前で単結晶り、得られる℃いうのは誰
も恕象できはかったこ℃です。自然5払たちが想像する以上に巧
枷哀麟でもある訳ですね。 （ク立
参考・対恩他呪皆」國氷45 巻4号・・斉藤他 「氷匂の育尻雪米営会54 年度冦弓囁負
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